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令
和
７
年
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
が
１
月
12
日
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
色
鮮
や
か
な
振
り
袖

や
ス
ー
ツ
姿
の
出
席
者
た
ち
が
晴
れ
や
か
な
表
情
で

友
人
と
の
再
会
を
喜
び
、
将
来
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
４
月
～
05
年
３
月
に
生
ま
れ
た
対
象

者
14
人
の
う
ち
11
人
が
出
席
。
保
護
者
や
来
賓
の
温

か
い
拍
手
に
包
ま
れ
て
式
典
会
場
に
入
場
し
ま
し
た
。

　
田
中
一
典
町
長
は
、
対
象
者
が
生
ま
れ
た
04
年
か

ら
20
年
ぶ
り
と
な
る
紙
幣
刷
新
に
触
れ
、
１
万
円
札

の
肖
像
に
選
ば
れ
た
渋
沢
栄
一
の
名
言
「
夢
七
訓
」

を
引
き
合
い
に
あ
い
さ
つ
。

　
「
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
や
は
り
夢
を

持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
簡
単
に
は
叶
い

ま
せ
ん
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
こ
こ
に
生
き
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
弱
い
自
分
を
育
て
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
れ
る
人
間
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
、
贈
る
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
名
前
を
呼
ば
れ
た
男
性
５
人
、
女
性
６
人
が
一
人

ず
つ
登
壇
し
、
自
己
紹
介
を
交
え
て
二
十
歳
の
抱
負

や
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
発
表
。
中
学
生
時
代
の

恩
師
に
よ
る
お
祝
い
の
言
葉
の
後
、
出
席
者
代
表
の

２
人
が
社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
小
学
６
年
生
の
時
に

埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
身
が
配
ら
れ
、
出
席

者
た
ち
は
当
時
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
品
々
に
懐
か

し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

二
十
歳

の
抱
負

二 十 歳 を 祝 う 会

二 十 歳 を 祝 う 会

中学生時代の恩師と
記念撮影

出席者代表のあいさつ

一生の思い出にピース
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荒瀬 陽向 さん

保
育
士
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
て
、
今
後
の
実
習
に
生
か
し

た
い
で
す
。

加藤 杏菜 さん

大
学
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、

大
会
に
出
場
し
た
り
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

河森 璃央 さん

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
名
前
で
呼
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

澁谷 典汰 さん

市
役
所
に
勤
め
て
い
ま
す
。
先
輩
方

に
頼
っ
て
ば
か
り
で
す
が
、
感
謝
と

謝
罪
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
人
に

な
り
た
い
で
す
。

定講 萌音 さん

関
西
の
方
で
建
築
の
勉
強
を
し
て
お

り
、
図
面
を
描
い
た
り
、
模
型
を
作
っ

た
り
し
て
忙
し
い
で
す
が
、
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

久保 星来 さん

大
学
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉
強

を
し
て
お
り
、
将
来
は
患
者
さ
ん
や

地
域
の
人
た
ち
を
支
え
ら
れ
る
看
護

師
に
な
り
た
い
で
す
。

髙井 萌伽 さん

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
理
学
の

勉
強
を
将
来
に
生
か
し
、
自
立
し
た

人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

城宝 諒飛 さん

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
関
係

を
学
ん
で
い
ま
す
。
30
代
ぐ
ら
い
ま

で
に
何
か
一
つ
の
作
品
や
成
果
を
残

す
こ
と
が
、
私
の
夢
で
す
。

野田 さくら さん

教
員
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
学
ん

で
い
ま
す
。
友
だ
ち
の
よ
う
に
話
せ

る
お
母
さ
ん
、
周
り
の
方
々
に
少
し

ず
つ
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

平瀬 悠翔 さん

こ
の
よ
う
な
場
を
開
い
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
の

会
社
で
働
い
て
お
り
、
一
人
で
動
け

る
よ
う
仕
事
を
覚
え
た
い
で
す
。

森 一生 さん

町
内
で
農
家
を
し
て
い
ま
す
。
言
わ

れ
た
こ
と
を
や
る
だ
け
で
は
な
く
、

僕
に
任
せ
て
も
大
丈
夫
と
思
わ
れ
る

ぐ
ら
い
、
仕
事
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

お名前

発
表
内
容
（
50
音
順
）

顔
写
真

二
十
歳

の
抱
負



　

同
社
は
２
０
０
６
年
に

も
町
に
１
０
０
万
円
を
寄

付
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域

貢
献
活
動
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
町
長
室
を
訪

れ
た
佐
藤
社
長
が
田
中
一

典
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
贈
っ
た
田
中

町
長
は
「
地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、

述
べ
ま
し
た
。

「共栄」  町に 200 万円を寄付

田
中
町
長
（
左
）
と
感
謝
状
を
持
つ
佐
藤
社
長

　

町
内
の
建
設
会
社
「
共
栄
」（
佐
藤
安

男
社
長
）
は
12
月
30
日
、
消
防
設
備
の

充
実
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
町
に

２
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
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妹
背
牛
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
環
境

美
化
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
町
は
12

月
11
日
、
建
設
会
社
「
宮
坂
建
設
工

業
」（
本
社
・
帯
広
市
、
宮
坂
寿
文

社
長
）に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
妹
背
牛
橋
の
旧
橋
解
体

工
事
と
八
丁
目
頭
首
工
導
水
路
の
改
修

工
事
を
受
注
。
10
月
27
日
か
ら
11
月
１

日
の
６
日
間
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
外
構
の
樹
木
を

剪せ
ん
て
い定
し
、
景
観
を
整
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
広
部
公
聡
・
札
幌
支

社
長
が
役
場
を
訪
れ
、
田
中
一
典
町

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

宮坂建設工業に感謝状 公共施設の環境美化 

田
中
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る

広
部
・
札
幌
支
社
長

フフォトココーナー

　

妹
背
牛
商
工
会
と
妹
背
牛
サ
ー

ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
は
１
月

３
日
、
妹
背
牛
商
工
会
館
で
「
現

金
つ
か
み
取
り
大
抽
選
会
」
を
開

き
、
町
民
の
皆
様
が
新
年
の
運
試

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
初
売
り
の
こ
の
日
、
町
内
の
買
い

物
や
食
事
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る

「
モ
ス
ピ
ー
カ
ー
ド
」
を
手
に
、
来

場
者
が
長
い
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
景
品
に
は
、
千
円
札
や
百
円
玉
の

つ
か
み
取
り
が
用
意
さ
れ
、
ガ
ラ
ポ

ン
く
じ
か
ら
出
て
く
る
玉
の
色
に
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

新年の抽選会で現金つかみ取り

新
春
の
抽
選
会
で
、
ガ
ラ
ポ
ン
く
じ

を
回
す
家
族
連
れ

　
交
流
活
動
や
福
祉
事
業
に
取
り
組

む
N
P
O
法
人
「
わ
か
ち
愛
も
せ
う

し
」
が
、
お
酒
と
手
作
り
の
お
つ
ま

み
を
提
供
す
る
「
夕
暮
れ
サ
ロ
ン
」

が
冬
場
も
〝
ホ
ッ
ト
〟
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
「
わ
か
ち
愛
も
せ
う
し
ひ
ろ
ば
」

を
会
場
に
、
町
民
同
士
が
楽
し
い
夕

食
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
隔
月
で
サ
ロ
ン
を
企
画
。
魚
や

野
菜
を
使
っ
た
健
康
的
な
お
つ
ま
み

も
好
評
で
、
２
月
は
21
日
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

冬もホットな「夕暮れサロン」

手
づ
く
り
の
お
つ
ま
み
や
お
酒
を
味

わ
い
な
が
ら
談
笑
す
る
参
加
者
た
ち
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妹
背
牛
中
学
校
の
生
徒
会
は
12
月

23
日
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
一
環

で
集
め
た
８
０
２
２
円
を
町
共
同
募

金
委
員
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
生
徒
会
の
役
員
５
人
は
12
月
17
日

か
ら
４
日
間
、
登
校
時
間
に
合
わ
せ

て
玄
関
近
く
に
立
ち
、
募
金
活
動
を

実
施
。
寄
付
を
呼
び
か
け
る
と
、
生

徒
た
ち
が
快
く
応
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
生
徒
会
長
の
大
和
田

晃
太
君
と
副
会
長
の
河
嶋
来
実
さ
ん

が「
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
」

と
話
し
、
同
委
員
会
の
中
易
猛
会
長

に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

妹背牛中学校の生徒会が募金活動  

中
易
会
長
に
寄
付
金
を
手
渡
す
大
和

田
君
（
右
）
と
河
嶋
さ
ん

　
30
年
間
、
保
護
司
と
し
て
更
生
支

援
に
尽
力
し
、
令
和
６
年
秋
の
叙
勲

で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
た
梅
澤
見

堂
さ
ん
へ
の
伝
達
式
が
12
月
19
日
、

町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

梅
澤
さ
ん
は
２
０
０
６
年
か
ら
、

深
川
地
区
保
護
司
会
の
妹
背
牛
支
部

長
を
務
め
、
14
年
に
は
法
務
大
臣
表

彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
、
旭
川
保
護
観
察
所
の

杉
本
浩
起
所
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
を

受
け
取
っ
た
梅
澤
さ
ん
は
「
支
え
て

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
」
と
、
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

保護司の梅澤氏 瑞宝双光章を受章 

杉
本
所
長
（
右
）
か
ら
叙
勲
の
伝
達

を
受
け
る
梅
澤
さ
ん

　
妹
背
牛
町
防
犯
協
会
（
鈴
木
正
彦

会
長
）
は
昨
年
12
月
、
地
域
住
民
の

防
犯
意
識
を
高
め
る
第
16
回
「
地
域

安
全
ス
ポ
ー
ツ
（
カ
ー
リ
ン
グ
）
大

会
」
を
町
内
の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

で
開
き
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
各
区
の
愛
好
者

や
深
川
警
察
署
員
ら
の
９
チ
ー
ム
・

約
50
人
が
参
加
。
全
員
に
特
殊
詐
欺

の
注
意
を
呼
び
か
け
る
除
菌
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
付
し
た
ほ
か
、

大
会
要
項
の
裏
面
に
は
詐
欺
の
手
口

を
記
載
し
、
被
害
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

カーリングで特殊詐欺の注意喚起
防
犯
意
識
を
高
め
る
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
参
加
者
た
ち

フフォトココーナー

　

収
穫
祭
で
は
、
園
児
た
ち
が
昨
年
６

月
に
植
え
た
ニ
ン
ジ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
使
っ
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
畑

作
業
に
協
力
し
た
株
式
会
社
「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
雪
月
花
」
の
農
家
さ

ん
を
昼
食
に
招
き
ま
し
た
。

12/25 クリスマス会

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
大
き
な
袋
を

持
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
園
舎
内
の

ホ
ー
ル
に
登
場
。
園
児
た
ち
が
う
れ
し

そ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
後
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
と
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

妹
背
牛
保
育
所

妹
背
牛
保
育
所12/26 収穫祭

自分たちで育てた野菜を使った
カレーライスに舌鼓

サンタクロースからクリスマス
プレゼント



 番水さん　 渡辺さん   長野さん

       
  妹背牛町の保健師    

このページについての
お問い合わせ

健康福祉課健康グループ  
TEL0164-32-2412

第２期妹背牛町健康増進計画について（3）
　令和 6 年 3 月に策定した「第 2 期妹背牛町健康増進計画」で取組

みの柱としている 7 つの分野について、シリーズでお伝えしています。

今回は「アルコール」「たばこ」について掲載します。計画のダイジェ

スト版は町ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

第１期計画の振り返り第１期計画の振り返り 第２期計画の目標第２期計画の目標
＜第１期の目標＞

①お酒は飲みすぎない！適正飲酒　

②未成年や飲めない人には絶対飲ませない

＜第１期の振り返り＞

・8 年前と比べて、男性は 1 回の飲酒量も飲酒

頻度も減少、女性ではほぼ横ばい

・生活習慣病のリスクを高める飲酒に該当する

人は男性 16.0%、女性 12.4% で、女性は増加

傾向。その中で、自分の飲酒量が「適量だと思

う」と答えた人は、男性 40.5％、 女性 35.3％

＜みんなの目標＞
①自分の適正量を知ろう 

②飲酒は個人のペースを守ろう
③未成年の飲酒を防ごう

ア
ル
コ
ー
ル

評価指標 現状（R5） 目標（R17）
生活習慣病のリスクを高める量を

飲酒している人の割合
男 16.0% 
女 12.4%

男 15.0% 以下 
女 8.0% 以下

適正飲酒量を知っている人の割合
男 42.9% 
女 57.1%

増加

◆「生活習慣病のリスクを高める飲酒」とは？
がんや高血圧、脳出血、脂質異常症など生活習慣病のリスクは、
飲酒量が増えるほど高まります。

第１期計画の振り返り第１期計画の振り返り
＜第１期の目標＞

①まずは禁煙にチャレンジしてみる ②吸わない人への受動喫煙を防ぐ

③未成年者や妊婦の喫煙を防ぐ ④タバコをやめた人の再喫煙を防ぐ

＜第１期の振り返り＞

・男性の喫煙率は減少（29.0%）

・タバコをやめた理由は「病気になったため」という人が増加

・肺がんの死亡が全国の 1.6 倍多い

・吸わない人に配慮する人は増えている

第２期計画の目標第２期計画の目標
＜みんなの目標＞

①やめたい人は禁煙に挑戦しよう
②受動喫煙を防ごう

③未成年や妊婦は喫煙しない

評価指標 現状（R5） 目標（R17）

成人の喫煙率 男 29.0%
女   8.0%

男 25% 以下
女   6% 以下

20 ～ 30 代の喫煙率 男 32.3%
女  3.0%

  男 30% 以下
     女  3% 以下

たばこをやめた人の割合 男 43.5%
女 22.6% 増加

た
ば
こ

ダイジェスト版

◆たばこをもうやめたいけれど自信がない、と思っている方へ　
禁煙サポートのご案内禁煙サポートのご案内

＜評価指標と目標値＞

＜評価指標と目標値＞

方法 期間 内容・料金 連絡先

町保健師の禁煙支援 ３か月間 禁煙パッチ 7 日分配布 ( 無料 )
保健センター
TEL32-2412

医療機関で禁煙治療 ３か月間 約 7,000 円～ 20,000 円 (3 割負担 )
たかはし内科消化器内科

TEL22-2022

・スマホをお持ちの方は

いろいろな禁煙アプリか

ら自分に合うものを試し

てみるのも良いでしょう。

該当する１日の飲酒量 男性 女性
日本酒 2 合以上 1 合以上
ビール 1,000ml 以上 500ml 以上

（純アルコール量） 40g 以上 20g 以上
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e-Tax での申告が便利e-Tax での申告が便利

確定申告が始まります確定申告が始まります

申告会場の入場整理券申告会場の入場整理券

インボイス制度インボイス制度
　令和６年分の所得税、復興特別所得税、消費税、
地方消費税（個人事業者）の確定申告の相談と申告
書の受付が２月 17 日（月）から始まります。
　提出期限は、所得税及び復興特別所得税、贈与税
が３月 17 日（月）、消費税と地方消費税（個人事業者）
が３月 31 日（月）です。
　国税庁ホームページから申告書を作成し、e-Tax

（電子申告）又は印刷して郵送提出することができま
すので、ご自宅での作成・提出をお願いします。
　郵送により提出される方は、封筒に事業所個別郵
便番号（〒 078 － 8507）を必ず記載し、「札幌国税
局業務センター旭川分室」宛に送付してください。
　詳しくは、国税庁ホームぺージもしくは深川税務
署（TEL0164-23-2191）へお尋ねください。

　すでに７割の方が、スマホとマイナンバーカード
を利用した e-Tax で申告しています。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
から、自動計算で申告書を作成することができ、そ
のまま e-Tax で送信できます。令和７年１月からは、
所得税のすべての画面がスマホでも操作しやすくな
り、スマホ申告がますます便利になっています。
　さらに、マイナポータルと連携すれば、収入や医
療費、ふるさと納税等の控除に関する情報を一括取
得し、該当項目に自動入力することができます。

　２月３日（月）から３月 31 日（月）までに、深
川税務署で申告相談する際には「入場整理券」が必
要です。
　入場整理券は、国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを

「友だち追加」した上で、スマホなどにより事前発行
するほか、深川税務署２階の会場入口で当日分を発
行します。
　深川税務署での譲渡所得・贈与税の申告相談は、
月曜日の午後と、木曜日の午前に札幌中税務署職員
がオンラインで実施させていただきます。
　なお、入場整理券には限りがあり、混雑状況に応
じて、後日の来場をお願いする場合があります。

　令和４年分（基準期間）の課税売上高が 1,000 万円以下
の事業者の方でも、インボイス発行事業者の登録を受けて
いる方は、令和６年分の消費税及び地方消費税の申告・納
付が必要です。
　インボイス制度を機にインボイス発行事業者になられた
場合、売上税額の２割を消費税等の納付金額とすることが
できる特例（２割特例）が設けられています。
　なお、令和４年分（基準期間）の課税売上高が 1,000 万
円を超える場合は、令和６年分において２割特例の適用が
できませんのでご注意ください。

申告に困ったときは申告に困ったときは

　国税庁ホームページにおいて、所得税の確定申告に関す
る税務相談方法として、チャットボット『ふたば』が利用
可能です。
　ご質問したいことをメニューから選択するか、入力いた
だくと、「税務職員ふたば」（ＡＩ）が回答します。

国税の納付は振替納税で国税の納付は振替納税で

　確定申告に係る納付は、指定した金融機関の預金口座か
ら自動的に引き落とす「振替納税」が大変便利です。
　振替納税を利用する場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納
付書送付依頼書」を納期限までに提出してください（「預貯
金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」は e-Tax でも提出
できます）。
　なお、令和６年分確定申告の納期限及び振替日は次表の
とおりです。

税務署窓口における納税手続き税務署窓口における納税手続き

　税務署窓口での納税は、午前９時から午後４時までの手
続きをお願いしております。
　納税者の皆さまには、ご不便が生じないよう、振替納税

（口座からの引き落とし）やインターネットを利用した納税
など、窓口納税以外の多様な納税手続きをご提供しており
ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

01

02

03

04

05

06

07

所得税及び
復興特別所得税

消費税及び
地方消費税

納期限 R ７年３月 17 日 ( 月 ) R ７年３月 31 日 ( 月 )

振替日 R ７年４月 23 日 ( 水 ) R ７年４月 30 日 ( 水 )
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冬の備え

妹背牛駐在所  
TEL0164-32-2052

１ 速度ダウン、車間距離を広く
　規制速度で走ることが必ずしも安全とは言えないので、
路面や天候に応じて速度を下げましょう。
　さらに追突事故防止のため、意識して車間距離を広く
取りましょう。

２ 「急」のつく動作は危険

　急ハンドル、急ブレーキ、急加速などは全てスリップ

につながります。余裕を持った運転を心がけましょう。

3 路上駐車　

　夏でももちろん迷惑ですが、冬期は道幅が余計狭くな

り、除雪作業にも支障をきたします。絶対にやめましょう。

4 悪天候時は外出しない

　天候が悪い日、天候悪化が見込まれる日は車、徒歩を

問わず外出を控えましょう。これだけで妨げる事故がと

てつもなく多いです。その用事は命を賭けてまでしなけ

ればならないでしょうか？よく考えて行動しましょう。

冬の交通安全冬の交通安全           

　冬型の気圧配置になると、日本海で筋状の雪雲が次々と発生して
日本海側へたくさんの雪を降らせるため、大雪やふぶき吹き溜まり
による交通障害となることもあります。また、冷たい空気の流入に
より最高気温が０度未満となる真冬日が続くと、水道管凍結の可能
性も出てきます。
　気象台の発表する気象情報等を、気象庁ホームページやテレビ、
ラジオなどで、こまめにチェックし厳しい冬を乗り切りましょう。

冬の備え 札幌管区気象台天気相談所　
TEL（011）611-0170

9 　  　 8
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　所有者不明土地の発生予防の観点から、不動産登記法が改正さ
れ、2024 年４月１日から相続登記が義務化されることとなりました。
　これにより相続人は、所有権を取得したことを知った日から３年
以内に相続登記申請をしなければならないこととなりました。すで
に発生している相続も対象となり、その場合は、2024 年４月１日
から３年間が履行期間となります。      

相続登記の義務化 旭川地方法務局登記部門
TEL0166-38-1146

法務省 HP

認定こども園妹背牛保育所の園児を募集します
【提出・お問い合わせ先】
認定こども園妹背牛保育所  TEL0164-32-2501

〈保育所で行っている各種事業〉

一時保育事業
　週数回のパートタイム・保護者の急病・
急用・育児疲れで休養したい時など、一
時的に保育が必要となった時に一ヶ月 14
日以内で利用できます。

預かり保育事業
　１号認定（教育標準時間）児童の保育
時間終了後、保育が必要になった方が利
用できます。

子育て支援事業
　遊びの教室、育児相談、栄養教室、栄
養相談を行っています。

学童保育（場所は小学校）
　子どもをみる大人が就労などにより昼
間家庭にいない小学１年生から６年生ま
での児童に対し、授業終了後から適切な
遊び、生活の場を提供しています。

　令和７年度入所を希望される保護者の方は「教育・保育給付認定」を受けて
いただき、「認定区分」に応じて保育所を利用していただくことになります。

支給認定は３区分
　１号認定（教育標準時間）
　　満３歳以上で教育のみを希望される方
　２号認定（保育標準時間・保育短時間）
　　満３歳以上で保護者の就労・疾病・その他の事由で保育を希望される方
　３号認定（保育標準時間・保育短時間）
　　満３歳未満で保護者の就労・疾病・その他の事由で保育を希望される方
保育の必要量
　・保育短時間：保護者の１ヶ月の就労時間が 48 ～ 120 時間未満の方
　・保育標準時間：保護者の１ヶ月の就労時間が 120 時間以上の方
保  育  時  間
　・教育標準時間　８時 30 分～ 12 時 30 分
　・保育短時間　　８時 30 分～ 16 時 30 分
　・保育標準時間　８時 30 分～ 17 時（最長 7 時 45 分～ 18 時）
　※土曜日は保護者の就労により午後も保育が可能（教育標準時間 12 時まで）
保育料・副食費
　　3 歳から 5 歳児の保育料、副食費は無料です。
　　3 歳未満児の保育料も町の施策で無料としています。
支給認定申請書・利用申込書受付期間
　　４月から入所希望の方は 2 月 13 日までにお申し込みください。
      ４月以降希望の方は随時受け付けています。
　・申込書類は保育所にあります。

気象庁 HP



令和 6 年度 自衛官候補生の募集案内

資格 日本国籍を有し、採用予定月の
1 日現在 18 歳以上 33 歳未満の男女

受付期間 ２月 20 日（木）
試験期日 ３月２日（日）～３日（月）のいずれか１日
試験会場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

自衛隊旭川地方協力本部 旭川地区隊 
TEL 0166-55-0100

雪おろし・除雪中の事故防止のポイント
・作業は家族や隣近所に声を掛けて２人以上で。

・建物の周りに雪を残して雪を降ろしましょう。

・晴れの日は屋根雪が緩んでいることに注意を。

・はしごの固定を忘れずにしましょう。

・除雪機の雪詰まりは、必ずエンジンを切って。

・命綱とヘルメットを着用しましょう。

・作業時には携帯電話を持ちましょう。

深川消防署妹背牛支署  TEL0164-32-2026除雪中の事故を防ごう！
　豪雪地帯の本町において、冬の除雪は切り離すことの出来ない
作業ですが、除雪中の事故によって毎年多くの被害が出ています。

雪による死傷者数・北海道
　　　　　　　　　　　（R ５年 11 年 1 日～ R ６年３月 31 日）

　「屋根転落」59 人、「はしご転落」39 人、「落氷雪」29 人、「除
雪機」13 人、「その他」55 人、合計で 195 人となっています。
　年齢別割合では、65 歳以上の方が 63.1％と半数以上を占めて
います。除雪中の事故の危険を十分に理解し、安全対策を講じる
ことで、事故を未然に防ぐことができます。

　老齢年金は、公的年金制度の加入者であった方の老後の保障として給付されます。原則として 65 歳になった
時に支給が始まり、生涯にわたって受け取ることができます。老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間

（厚生年金や共済組合等の加入期間含む）と免除期間などを合算した受給資格期間が 10 年以上必要となります。

老齢年金とは

【老齢基礎年金】
　20 歳から 60 歳になるまでの 40 年間の国民年金の加入
期間等に応じて年金額が計算され、原則 65 歳から受け取
ることができます。
　60 歳から 65 歳までの間に繰り上げて減額された年金を
受け取る「繰上げ受給」や、66 歳から 75 歳までの間に繰
り下げて増額された年金を受け取る「繰下げ受給」を選択
することができます。

【老齢厚生年金】
　厚生年金に加入していた方が受け取ることができ
る年金です。厚生年金に加入していた時の報酬額や
加入期間等に応じて年金額が計算され、原則 65 歳
から受け取ることができます。
　老齢厚生年金にも「繰上げ受給」や「繰下げ受給」
の制度があります。

【老齢年金受給の手続き】
　「老齢年金のお知らせ」や「年金請求書」等が 60 歳誕生
月の約 3 か月前に日本年金機構等からご自宅に届きます。
　必要事項を記入し、受給開始年齢の誕生日の前日以降に
年金事務所または役場に提出します。1 か月程度で「年金
証書」などがご自宅に届きます。「年金証書」が届いてから
約 1 ～２か月後に受取が始まります。

■確定申告・年末調整に必要な通知書を
マイナポータルで受け取る

　確定申告・年末調整に必要な日本年金機構からの
通知書の電子データをマイナポータルの「お知らせ」
で受け取れます。受け取った電子データは e-Tax
での確定申告やオンラインでの年末調整で利用する
ことができます。

詳しくは、こちらの QR コードから→
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料理を作れることがうれしかった。日本の子どもはおと
なしい印象でしたが、自分の娘のように元気いっぱいで、
とてもかわいかったです」と話しました。
　町民登山や文化祭など、妹背牛町内のさまざまなイベ
ントに参加しているラム・アイ・ヴィさん（19）は「日
本の子どもたちと一緒にお菓子を作る交流会も楽しかっ
た。また参加したいですね」と笑顔を浮かべました。

　12 月 14 日（土）、私たち（フオンとリン）は
小学生７人やその保護者と一緒に、食文化交流会
で「チェーチョイヌオック」( ベトナムのおやつ )
を作りました。冬に食べる日本のお汁粉のような、
緑豆あん入りの温かい白玉団子です。
　交流会では、ホクレン包材株式会社のベトナム
人技能実習生 3 人に手伝ってもらい、みんなで楽
しく豆をすりつぶしたり、生地を作ったりして、
楽しそうに団子を丸めました。
　3 人は簡単な言葉しか話せないので、身振り手
振りを交えて精いっぱいに教えました。料理が得
意なグエン・ティ・クエンさん（32）は「母親で
もある私にとって、子どもたちと一緒にベトナム

ベトナム人の地域おこし協力隊員が町内の外国人を紹介する企画です。

担当：グエン・カン・リン

「いいとこ撮り」は、広報担当者が見つけた町の
魅力やホットな話題をお届けするコーナーです。

食
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交
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に
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皆
さ
ん

妹背牛出身の元高校生チャンピオンがカーリングチームを再結成！
　
妹
背
牛
町
出
身
で
、
カ
ー
リ
ン
グ
の
実
力
を

全
国
に
広
め
た
元
高
校
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
２

人
が
チ
ー
ム
を
再
結
成
し
、
学
生
時
代
の
練
習

を
支
え
た
地
元
の
大
会
関
係
者
に
そ
の
成
長
ぶ

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
南
真
由
さ
ん
（
29
）
＝
札
幌
在
住

＝
と
齊
藤
瑞
季
さ
ん
（
30
）
＝
旧
姓
・
北
口
、

北
見
在
住
＝
。
お
互
い
に
あ
だ
名
で
呼
び
合
う

幼
馴
染
み
は
、
２
０
１
１
年
、
12
年
の
全
国
高

校
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
で
２
連
覇
を
達
成
し
た

選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
で
す
。

　

進
学
し
た
札
幌
学
院
大
で
も
チ
ー

ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
２
人
は
、
卒
業
後

の
就
職
や
留
学
を
き
っ
か
け
に
チ
ー

ム
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
は
18
年
、
札
幌
の
仲
間

と
一
緒
に
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

「
S
T
R
A
H
L
」（
シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
）

を
結
成
。
活
動
拠
点
を
北
見
に
移
し
、

試
合
を
観
戦
し
て
い
た
齊
藤
さ
ん
が

「
ま
た
カ
ー
リ
ン
グ
を
や
り
た
い
」と
、

チ
ー
ム
の
欠
員
を
補
う
形
で
、
22
年

５
月
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
北
海
道
カ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
に
出
場
し
た
２
人
は
、
故
郷

の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
顔
見
知
り

の
協
会
ス
タ
ッ
フ
と
再
会
。「
成
長
し

た
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
を
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
妹
背
牛
の
人
た

ち
に
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
、
試
合

に
臨
み
ま
し
た
。

　
「
ア
イ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
シ
ョ
ッ

ト
の
軌
道
修
正
が
課
題
」
と
、
惜
し
く

も
３
位
に
終
わ
っ
た
大
会
を
振
り
返
る

南
さ
ん
。試
合
後
、齊
藤
さ
ん
は
今
シ
ー

ズ
ン
の
目
標
に
つ
い
て
「
精
神
的
に
も

支
え
合
え
る
仲
間
と
日
本
選
手
権
に
出

場
し
た
い
」
と
、
話
し
ま
し
た
。
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仲間に指示を出す仲間に指示を出す
スキップの南さんスキップの南さん

試合の流れをつくる試合の流れをつくる
セカンドのセカンドの齊齊藤藤さんさん



イベント内容 日程（祝日除） 時間 場所

ふまねっと運動講座 毎週水曜日 13：30 ～

わかち愛
もせうしひろばほっと茶屋 毎週金曜日 10：00 ～

まちかどサロン 2 月 27 日（木） 10：00 ～

社協フィットネス 3 月 12 日（水） 10：00 ～ 老人福祉センター

サーキット
トレーニング

毎週木曜日
※ 2/27（木）は

2/28（金）に変更
13：30 ～

保健センター

四葉の会 3 月 6 日（木） 9：30 ～

親子栄養教室
２月２０日（木）
３月１３日（木）

10：00 ～ from ☆ Moko

information

広報 もせうし
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〒079-0592　北海道雨竜郡妹背牛町字妹背牛5200番地  ☎ 0164-34-8581

妹背牛町ホームページアドレス http://www.town.moseushi.hokkaido.jp/

発行　妹背牛町

編集　企画振興課 企画振興グループ

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多く

の人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニ

バーサルデザインフォント（字体）を採用しています。

まちのデータ

人口　　　2,565 人　（- 15）
男性　　　1,211 人　（－ 7）
女性　　　1,354 人　（－ 8）
世帯　　1,354 世帯　（- 6）

 1 月 1 日現在
　（　）内は前月比

2
15

 3
14

イベント情報

インフォメーション

2 月 ２日、９日、11 日 16 日 ２3 日 24 日

当
番
医
院

深川市立病院
6 条 6 番 1 号

0164-22-1101

深川市立病院
6 条 6 番 1 号

0164-22-1101

≪担当医院≫

津田こども
クリニック

深川市立病院
6 条 6 番 1 号

0164-22-1101

深川第一病院
あけぼの町１番１号

0164-23-3511

深川医師会 
休日当番表

Facebook Instagram

妹背牛町HP

広報紙のデジタル
版はこちらから！

妹背牛町社会福祉協議会に寄付　ご厚志ありがとうございました

　
同
じ
イ
ベ
ン
ト
で
も
自
治
体
の
規
模
に
よ
っ

て
、
開
催
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
１
月
の
３

連
休
中
に
開
か
れ
た
妹
背
牛
町
の
「
二
十
歳
を

祝
う
会
」
も
、
そ
の
一
つ
。
出
席
者
11
人
の
式

典
会
場
で
は
、
１
人
に
つ
き
１
～
２
分
程
度
、

近
況
や
二
十
歳
の
抱
負
を
述
べ
る
時
間
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
顔
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
集
合
写
真
や
、
式

典
後
に
恩
師
と
一
対
一
で
談
笑
す
る
時
間
な

ど
、
人
数
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
た
祝
う
会
に
合
わ
せ
て
、
今
月
号
の
広
報
紙

で
は
出
席
者
全
員
分
の
抱
負
や
感
謝
の
言
葉
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　
進
学
や
就
職
で
故
郷
を
離
れ
て
も
、
当
時
の

記
憶
が
よ
み
が
え
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う

に
、
掲
載
さ
れ
た
方
の
思
い
出
に
残
る
広
報
紙

を
作
る
こ
と
が
、
今
年
で
２
度
目
の
〝
成
人
式
〟

を
迎
え
る
担
当
者
の
抱
負
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
広
報
担
当　
芳
形　
吾
一

編編  

集集  

後後  

記記

妹背牛診療所  TEL32-2475

休診日　　日・祝日、第１・３土曜日

午後休診　第２・４水曜日と土曜日          

石田 芳雄 様 (7 区 )  
　故母 石田 トヨ 氏 死去に際して

遊佐 眞知子 様 (1 区 )  
　故夫 遊佐 良治 氏 死去に際して

角野 登貴子 様 (1 区 )  
　故夫 角野 勇 氏 死去に際して

11 　  
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北
海
道
消
防
協
会
長 

勤
続
章
（
30
年
）

　
　
　
　

 

清
水 

英
雄
さ
ん

令和７年令和７年　　
妹背妹背牛牛消防消防出出初式初式

令令
和
７
年
の
妹
背
牛
消
防
出
初
式
が
１
月
７
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。
消
防
職
・
団
員
の
約
50
人
が
妹

背
牛
消
防
庁
舎
前
に
整
列
し
、
防
火
や
防
災
に
備
え
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
中
易
利
則
団
長
は
、
昨
年
７
月
に
町
内
で
開
催
さ
れ
た

「
北
空
知
連
合
消
防
演
習
」
や
１
年
間
の
火
災
状
況
を
報

告
し
た
上
で
「
団
員
の
皆
さ
ん
は
様
々
な
訓
練
に
熱
心
に

参
加
し
て
お
り
、
今
後
も
町
の
安
心
・
安
全
を
守
る
活

動
を
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
田
中
一
典
町
長
は
「
今

年
も
消
防
団
の
連
携
を
深
め
、
火
災
や
災
害
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
そ
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
年
頭
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
観
閲
の
後
、
町
内
中
心
部
の
道
道
深
川
雨
竜
線
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
は
息
の
合
っ
た
歩
行
で
沿
道

の
人
た
ち
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
消
防
庁
舎
で
勤
続
5
～
30
年
の
団
員
ら
に
対

す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
そ
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

観閲観閲

中
易
利
則

　
　

消
防
団
長

分分列列行進行進

北
海
道
知
事 

勤
労
章
（
20
年
）

　
　
　
　

 

鵜
飼 

辰
徳
さ
ん

観閲観閲
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